
白

楽

南

塚

茨城県教育財団文化財調査報告第464集

白 楽 南 塚

一般国道６号牛久土浦バイパス建設
事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ

公益財団法人茨城県教育財団

公
益
財
団
法
人
茨
城
県
教
育
財
団

第
464
集

土

浦

市

土 浦 市

国土交通省関東地方整備局常総国道事務所

令 和 ５ 年 ３ 月



白

楽

南

塚

公
益
財
団
法
人
茨
城
県
教
育
財
団

第
464
集

土

浦

市



茨城県教育財団文化財調査報告第464集

白
は く

楽
ら く

南
み な み

塚
つ か

一般国道６号牛久土浦バイパス建設
事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ

公益財団法人茨城県教育財団

令 和 ５ 年 ３ 月

国土交通省関東地方整備局常総国道事務所

土
つ ち

浦
う ら

市





小 泉 元 伸

公益財団法人茨城県教育財団

理 事 長

　公益財団法人茨城県教育財団は、国や県などの各事業者からの委託

を受けて埋蔵文化財の調査と整理作業を実施することを主な目的とし

て、昭和 52 年に調査課が設置されて以来、数多くの遺跡の調査を実

施し、その成果として調査報告書を刊行してきました。

　この度、国土交通省関東地方整備局常総国道事務所による一般国道

６号牛久土浦バイパス建設事業に伴って実施した、土浦市白楽南塚

の調査報告書を刊行する運びとなりました。

　今回の調査によって、江戸時代の塚などが確認でき、当該時代にお

ける地域の信仰に関わる様相の一端が明らかになりました。

　本書が、歴史研究の学術資料としてはもとより、郷土の歴史に対す

る理解を深め、教育・文化の向上のための資料として、広く活用いた

だければ幸いです。

　最後になりますが、調査から本書の刊行に至るまで、多大な御協力

を賜りました委託者であります国土交通省関東地方整備局常総国道事

務所に対し、厚く御礼申し上げますとともに、茨城県教育委員会、土

浦市教育委員会をはじめ、御指導、御協力をいただきました関係各位

に対し、心から感謝申し上げます。

　　令和５年３月

序





例 言

１　本書は、国土交通省関東地方整備局常総国道事務所の委託により、公益財団法人茨城県教育財団が令和

　２年度に調査を実施した、茨城県土浦市中村西根字白楽 606 番地２ほかに所在する白
はく

楽
らく

南
みなみ

塚
つか

の調査報告書で

　ある。

２　調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　　調査　令和２年５月１日～６月 30 日

　　整理　令和５年２月１日～３月 31 日

３　調査は、調査課長酒井雄一のもと、首席調査員兼班長櫻井完介、調査員皆川貴之、調査員近藤洋が担当した。

　

４　整理及び本書の執筆・編集は、整理課長本橋弘巳のもと、首席調査員坂本勝彦が担当した。

　

５　当遺跡の出土遺物及び実測図・写真等は、茨城県埋蔵文化財センターで保管している。



１　当遺跡の地区設定は、日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し、Ｘ＝＋ 5,600 ｍ、Ｙ＝＋ 30,080 ｍの交点を
基準点（Ａ１a1）とした。なお、この原点は、世界測地系（測地成果 2011）による基準点である。
この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方の大調査区に分割し、さらに、この大調査区を
東西・南北に各々 10 等分し、４ｍ四方の小調査区を設定した。
　大調査区の名称は、アルファベットと算用数字を用い、北から南へＡ、Ｂ、Ｃ…、西から東へ１、２、
３…とし、「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は、北から南へ a、b、c…j、西から東へ 1、2、3
…0と小文字を付し、名称は、大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」のように呼称した。

２　実測図・遺構一覧・遺物一覧等で使用した記号は次のとおりである。
　　遺構　　SD－溝跡　SK－土坑　ST－塚
　　土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については、次のとおりである。
　（1）遺構全体図は 200 分の１、各遺構の実測図は原則として 60 分の１の縮尺とした。種類や大きさにより
異なる場合は、個々に縮尺をスケールで表示した。

　（2）遺物実測図は、原則として３分の１の縮尺とした ｡種類や大きさにより異なる場合は、個々に縮尺をス
ケールで表示した。

　（3）遺構・遺物実測図中の表示は、次のとおりである。
△　金属製品

４　土層解説と遺物における色調の判定は、『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式
会社）を使用した。また、土層解説中の含有物の量、粘性・締まりの表示は、次のとおりである。
　ローム－ロームブロック　焼土－焼土ブロック　粘土－粘土ブロック
　　A－多量　　B－中量　　C－少量　　D－微量　　〇’－極めて
　　サイズは「大・中・小・粒」で、炭化物については「材・物・粒」で表記した。
　粘－粘性　締－締まり
　　A－強い　　B－普通　　C－弱い　　〇’－極めて

５　遺構・遺物一覧の表記は、次のとおりである。
　（1）計測値の単位はｍ、㎝、ｇで示した。なお、現存値は（　）を、推定値は［　］を付して示した。
　（2）遺物番号は遺構ごとの通し番号とし、本文、挿図、挿表、写真図版に記した番号と同一とした。
　（3）遺物一覧の備考欄は、残存率、写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

６　遺構の「主軸」は、長軸（径）を通る軸線とし、主軸方向は、軸線が座標北からみて、どの方向にどれだ
け振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10 ﾟ－Ｅ）。

凡 例
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－ 1 －

　　第１節 調査に至る経緯

　平成 29 年３月 14 日、国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長は、茨城県教育委員会教育長あてに一

般国道６号牛久土浦バイパス建設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて照会し

た。これを受けて茨城県教育委員会は、平成 30 年４月 19 日に現地踏査を、令和元年８月 29 日、９月３日、

９月５日に試掘調査を実施し、遺跡の所在を確認した。令和元年 10 月２日、茨城県教育委員会教育長は、国

土交通省関東地方整備局常総国道事務所長あてに事業地内に白楽南塚が所在すること及びその取扱いについ

て別途協議が必要であることを回答した。

　令和元年 10 月８日、国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長は、茨城県教育委員会教育長あてに文化

財保護法第 94 条に基づく土木工事の通知を提出した。令和元年 10 月 24 日、茨城県教育委員会教育長は、国

土交通省関東地方整備局常総国道事務所長あてに、現状保存が困難であることから記録保存のための調査が

必要であると決定し、工事着手前に調査を実施するように通知した。

　令和元年 11 月 15 日、国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長は、茨城県教育委員会教育長あてに一

般国道６号牛久土浦バイパス建設事業に係る埋蔵文化財調査の実施について協議書を提出した。令和２年１

月 22 日、茨城県教育委員会教育長は、国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長あてに白楽南塚について、

調査の範囲及び面積等について回答し、併せて調査機関として公益財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　公益財団法人茨城県教育財団は、国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長から埋蔵文化財調査事業に

ついて委託を受け、令和２年５月１日から６月 30 日まで調査を実施した。

　白楽南塚の調査は、令和２年５月１日から６月 30 日までの２か月間にわたって実施した。以下、その概要

を表で記載する。

第１章　調 査 経 緯

　　第２節 調 査 経 過

期間
工程 ５　月 ６　月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

補 足 調 査
撤 収
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　白楽南塚は、茨城県土浦市中村西根字白楽 606 番地２ほかに所在している。

　土浦市は茨城県南地域のほぼ中央部に位置し、北西部は宝篋山・鬼越山・小町山に接し、東側には霞ヶ浦が

ある。市域の地形は、中央部で桜川が南東流して霞ヶ浦に注ぎ、桜川低地を形成している。標高 20 ～ 40 ｍ

の台地は桜川低地によって二分されており、北側に新治台地、南側に筑波・稲敷台地が立地している。

　土浦市の東部からかすみがうら市にかけて、霞ヶ浦の土浦入りと高浜入りに挟まれた半島状を成す新治台地

は、筑波山塊の東方から延びる洪積台地である。台地は中小河川の浸食作用によって、複雑に入り組んだ谷津

や低地で形成されている。台地上は畑地や山林として、広大な低地は蓮田として利用されている。

　新治台地の地質は、成田層と呼ばれる海成砂層及び礫層が主体をなし、その上に常総粘土層と呼ばれる灰白

色粘土層、さらに関東ローム層が堆積し、最上部は腐植土層となっている。

　筑波・稲敷台地は、海成砂層の成田層を基盤として、その上に斜行層理が顕著な黄褐色砂層・砂礫層の竜

ヶ崎層、さらに灰白色の泥質粘土層である常総粘土層（0.3 ～ 5.0 ｍ）及び褐色の関東ローム層（0.5 ～ 2.0 ｍ）

が連続して堆積し、最上部は腐植土層となっている１）。

　当遺跡は土浦市南部に位置し、北側を花室川、南側を乙戸川に挟まれた南北幅約 3.7㎞の狭長な台地の北部

に立地し、当遺跡の北側は浸食によって形成された谷津に面している２）。標高は約 25 ｍで、調査前の現況は

畑地である。

　白楽南塚周辺の花室川・乙戸川流域の台地上には、旧石器時代から近世にかけての遺跡が多く存在している。

ここでは、発掘調査が実施された当該地域の主な遺構を中心に、各時代を概観したい。

　旧石器時代については、周辺遺跡での調査事例は多くない。花室川流域では向
むかい

原
は ら

遺跡３）〈13〉、永
なが

国
くに

遺跡４）

〈103〉、乙戸川流域では谷
や

ツ道
みち

遺跡５）〈63〉で石器集中地点が確認されている。向原遺跡では、二側縁加工の

黒曜石製ナイフ形石器と、黒曜石・安山岩を石材とした剥片、瑪瑙製の石核、硬砂岩製の磨石が出土している。

永国遺跡では、硬質頁岩製のナイフ形石器３点をはじめ、硬質頁岩・チャート・安山斑岩・瑪瑙を石材とした

剥片が多数出土している。谷ツ道遺跡では、黒曜石・珪質頁岩製のナイフ形石器をはじめ、瑪瑙製の削器、珪

岩製の掻器、黒曜石製の楔形石器、安山岩製の台石のほか、黒曜石・珪質頁岩・珪岩を石材とした剥片が多数

出土している。さらに、同一層位から炭化物が出土していることから、当地が石器製作や生活の場であったこ

とが明らかになっている。

　縄文時代の遺跡は、昭和 52 年（1977）に 4.4ha の範囲が国史跡の指定を受けた上
かみ

高
たか

津
つ

貝塚６）〈84〉をはじめ、

多くの遺跡が確認されている。桜川流域の上高津貝塚では、後・晩期の地点から多量の製塩土器片が採集され、

周辺地域の当時の生業活動を知る上で重要な貝塚として注目されている。花室川流域の宮
みや

前
まえ

遺跡７）〈27〉では、

中期の竪穴建物跡 38 棟をはじめとした多くの遺構が確認され、地域の中核的な集落と考えられている。また、

扇
おうぎ

ノ台
だい

遺跡８）〈41〉からは、中期初頭から後期初頭にかけての竪穴建物跡 23 棟のほか土坑 398 基などが確認

　　第１節 位 置 と 地 形

第２章　位 置 と 環 境

　　第２節 歴 史 的 環 境
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註
１）日本の地質『関東地方』編集委員会『日本の地質３　関東地方』共立出版　1986 年 10 月
２）茨城県農地部農地計画課『土地分類基本調査　５万分の１　国土調査　土浦』　1983 年 12 月
３）向原遺跡調査会『向原遺跡　茨城県土浦市向原遺跡発掘調査報告書』土浦市教育委員会　1987 年 12 月

されている。

　弥生時代については、当遺跡周辺における調査事例は少ない。花室川流域の中
なか

根
ね

遺跡９）〈24〉・永国遺跡で

は、いずれも後期後半の竪穴建物跡１棟がそれぞれ確認されている。桜川流域のうぐいす平
だいら

遺跡 10）〈112〉では、

後期の竪穴建物跡３棟が確認されている。

　古墳時代については、数多くの調査事例が報告されている。花室川流域の向原遺跡からは、前期の竪穴建

物跡が 61 棟、中期が 18 棟、後期が 10 棟確認されたほか、７世紀末と考えられる古墳２基が確認されている。

桜川流域の寄
より

居
い

遺跡 11）〈111〉では、前期前半の竪穴建物跡が７棟、中期が４棟、後期が５棟確認され、近接

するうぐいす平遺跡では、前期中葉から後葉の竪穴建物跡が 14 棟確認されている。両遺跡は谷津を挟んだ同

一の台地上に位置していることから、集落の小地域間の移動との推測がされている。

　奈良・平安時代についての調査事例は数多く報告されている。当時代の中村西根地区周辺地域は、信太郡中

家郷と推定されている 12）。花室川流域の念
ねん

代
だい

遺跡 13）〈19〉では、平安時代の竪穴建物跡 19 棟が確認されたほか、

「太部」「山万」「中家」などの墨書土器８点が出土している。特に「中家」は、当時の郷名を示すものとして

注目される。同じく扇ノ台遺跡では、竪穴建物跡 51 棟や掘立柱建物跡 57 棟などが確認されたほか、墨書土器

30 点以上が出土している。地名を示す「中」や、所属や性格を示す「僧」「卍」といった墨書から、郷家や寺

社の存在が推測されている。桜川流域の寄居遺跡からは竪穴建物跡 35 棟、同じく近接するうぐいす平遺跡か

らは、竪穴建物跡 49 棟が確認されている。両遺跡から管状土錘や土玉が出土しているほか、うぐいす平遺跡

からは鉄滓や羽口が出土している。これらの出土遺物からは、漁労や小鍛冶などといった生業の一端を垣間見

ることができる。

　中世における土浦市域には、昭和 46 年（1971）に市の史跡として指定された鎌
かま

倉
くら

街
かい

道
どう

14）〈119〉が南北を縦

貫していた。推定地の発掘調査では、路面とみられる硬化面が複数箇所から確認されている 15）。花室川流域

の鎌倉街道に隣接する永
なが

国
くに

十
じゅう

三
さん

塚
つか

〈93〉と十
じゅう

三
さん

塚
つか

Ａ
えー

遺跡〈94〉から１基ずつ、十
じゅう

三
さん

塚
つか

Ｂ
びー

遺跡〈95〉から２基の

塚が確認されている 16）。これら４基の塚は、いずれも永国十三塚を構成する 13 基の塚の一部とみられ、十三

塚 B 遺跡の第１号塚構築土からは五輪塔の部材（空風輪）２点が出土している。このほか、念代遺跡では地

下式坑４基などが確認されている。右
みぎ

籾
もみ

館
やかた

跡
あと

17）〈21〉は戦国期の 16 世紀中頃の築造と考えられている。館は

台地の先端部の地形を利用して築かれており、土塁や溝跡などの防禦施設が確認されている。桜川流域の寄居

遺跡においては、地下式坑６基と溝跡６条が確認されている。

　近世になると、親藩水戸徳川家の成立に伴い水
み

戸
と

街
かい

道
どう

18）〈120〉が整備され、市内域には中貫・土浦・中村・

荒川の４宿場が設けられた。嵩
たか

久
く

保
ぼ

一
いち

里
り

塚
づか

19）〈46〉は中村宿の南約 500 ｍ付近に所在しており、江戸から 17

番目の一里塚である。宝暦８年（1758）作成の「土浦道中絵図」には、嵩久保一里塚とともに塚の頂部に立木

が１本描かれているが、平成元年（1989）の調査時には立木は確認できなかった。このほか右籾館跡では、中

世の館が廃絶した後に塚２基が築造されている。そのうちの１基には頂部近くに青面金剛像の石仏が祀られて

おり、庚申信仰に関わる塚と考えられる。

　※　文中の〈　〉内の番号は、第１図及び第１表の該当番号と同じである。なお、本章は既刊の茨城県教育

　　財団文化財調査報告を基にし、若干加筆したものである。
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第１図　白楽南塚周辺遺跡分布図（国土地理院 25,000 分の１「土浦」）

乙

戸
川

花
室

川

桜
川

2
3
4
5

6 7

8
9

10

11

12

13
14

15

16

17

18 19

20

21

22

23

24

25
26

2728

29

30

31

32

33

34
3536

37
38
39

40

41

42
43

44

45
46

47

48

49

50
51

52

53

54
55

56
57

5859

60

61

62

63

64

65

6667

68
69

70

71

72

73

74

75

76 77

78

79

80

81
82 8384

858687

88

89

90
91

92

93

94

95

96

9798

99

100
101

102

103
104

105

106

107

108
109

110

111

112

113
114

115

116
117

118

119120

１１

○
水戸市

●
土浦市

０ （1:25000） １ｋｍ



－ 5 －

第１表　白楽南塚周辺遺跡一覧

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代
旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
～
桃
山

江

戸

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
～
桃
山

江

戸
① 白楽南塚 〇 〇 61 笹崎遺跡 〇
２ 白楽遺跡 〇 〇 62 西根長峰遺跡 〇
３ 白楽所在塚群 〇 63 谷ツ道遺跡 〇 〇
４ 大日古墳 〇 64 鶉野北遺跡 〇
５ 浅間古墳 〇 65 鶉野遺跡 〇
６ 観音堂所在塚 〇 66 乙戸町庚申塚 〇
７ 中道南遺跡 〇 〇 67 後門遺跡 〇 〇
８ 南達中古墳 〇 68 大角豆千現塚古墳 〇
９ 南達中Ａ遺跡 〇 〇 〇 69 下広岡向山遺跡 〇 〇 〇
10 南達中Ｂ遺跡 〇 〇 70 下大角豆遺跡 〇
11 馬道遺跡 〇 〇 〇 71 柴崎ボツケ遺跡 〇
12 馬道古墳群 〇 72 大角豆代畑塚群 〇 〇
13 向原遺跡 〇 〇 〇 73 大角豆遺跡 〇 〇 〇 〇
14 向原古墳群 〇 74 上広岡大久保遺跡 〇
15 形部遺跡 〇 〇 75 糀屋久保Ｂ遺跡 〇 〇
16 塚田遺跡 〇 〇 76 糀屋久保Ｃ遺跡 〇 〇 〇
17 右籾十三塚 〇 77 グミヌキ遺跡 〇 〇 〇
18 牧の内遺跡 〇 〇 78 栗崎遺跡 〇 〇
19 念代遺跡 〇 〇 79 五斗蒔遺跡 〇 〇
20 右籾三区庚申塚 〇 80 勢至久保遺跡 〇 〇
21 右籾館跡 〇 〇 81 蛭田遺跡 〇 〇 〇
22 小谷遺跡 　　　　　　　　　　　　　　　　〇 82 上高津低地遺跡 〇 〇
23 内路地台遺跡 〇 〇 83 幕下女騎古墳 〇
24 中根遺跡 〇 〇 〇 84 上高津貝塚 〇 〇 〇
25 右籾宮塚遺跡 〇 85 諏訪窪遺跡 〇 〇 〇 〇
26 右籾貝塚東遺跡 〇 〇 86 日光入遺跡 〇
27 宮前遺跡 〇 〇 〇 〇 87 貝塚南遺跡 〇 〇
28 権現前遺跡 〇 〇 〇 88 出シ山遺跡 〇 〇 〇
29 右籾遺跡 〇 〇 89 出し山所在塚 〇
30 峰崎Ａ遺跡 〇 90 宮脇Ｂ遺跡 〇 〇
31 峰崎Ｂ遺跡 〇 〇 91 宮脇Ａ遺跡 〇
32 峰崎Ｃ遺跡 〇 〇 92 宮脇庚申塚群 〇
33 摩利山遺跡 〇 93 永国十三塚 〇 〇
34 摩利山貝塚 〇 94 十三塚Ａ遺跡 〇 〇
35 摩利山新田庚申塚 〇 95 十三塚Ｂ遺跡 〇 〇
36 峯崎貝塚 〇 96 十三塚Ｂ古墳 〇
37 木の宮南Ａ遺跡 〇 〇 97 寺家ノ後Ｂ古墳群 〇
38 木の宮南Ｂ遺跡 〇 〇 98 寺家ノ後Ａ遺跡 〇 〇 〇
39 木の宮南Ｃ遺跡 〇 99 寺家ノ後Ｂ遺跡 〇 〇
40 木の宮北遺跡 〇 100 亀井遺跡 〇 〇
41 扇ノ台遺跡 〇 〇 101 和台遺跡永国御遺跡 〇 〇 〇 〇
42 谷原門Ａ遺跡 〇 〇 〇 102 永国御　遺跡 〇 〇
43 谷原門Ｂ遺跡 〇 103 永国遺跡 〇 〇 〇 〇 〇
44 谷原門Ｃ遺跡 〇 〇 〇 〇 〇 104 阿ら地遺跡 〇 〇
45 天神遺跡 〇 〇 〇 105 才ノ内遺跡 〇 〇
46 嵩久保一里塚 〇 106 ビヤ首遺跡 〇 〇
47 竹ノ入遺跡 〇 107 中高津古墳 〇
48 向八ケ田所在塚 〇 108 上高津八幡遺跡 〇 〇
49 西所在塚 〇 109 新町貝塚 〇
50 平代地遺跡 〇 〇 〇 110 新町遺跡 〇 〇 〇 〇
51 諏訪遺跡 〇 〇 111 寄居遺跡 〇 〇 〇 〇
52 西根平遺跡 〇 〇 112 うぐいす平遺跡 〇 〇 〇
53 西根宮脇遺跡 〇 〇 〇 〇 113 下高津小学校遺跡 〇 〇 〇
54 堂場台遺跡 〇 〇 114 高井城跡 〇
55 中新台遺跡 〇 115 天王山古墳群 〇
56 不動堂古墳群 〇 116 弁天社東遺跡 〇 〇
57 後稲遺跡 〇 〇 117 中高津西原遺跡 〇 〇 〇 〇
58 二又遺跡 〇 〇 〇 118 中高津庚申塚 〇
59 下広岡遺跡 〇 〇 119 鎌倉街道 〇 〇
60 石橋台遺跡 〇 120 水戸街道 〇
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４）窪田恵一　関口満『永国遺跡（第３次調査）　宅地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』土浦市教育委員会　2009 年
　　１月
５）芳賀友博『谷ツ道遺跡　一般国道６号牛久土浦バイパス事業地内埋蔵文化財調査報告書』茨城県教育財団文化財調査報告第
　　310 集　2009 年３月
６）一木絵理　亀井翼『上高津貝塚周辺確認調査報告』土浦市教育委員会　2019 年３月
７）大関武『都市計画道路荒川沖木田余線街路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　宮前遺跡』茨城県教育財団文化財調査報告
　　第 118 集　1997 年３月
８）平岡和夫　桐谷優『扇ノ台遺跡　宅地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』土浦市教育委員会　1999 年 11 月
９）福田礼子　黒澤春彦　加藤寛生『中根遺跡　店舗建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』土浦市教育委員会　2009 年 10 月
10）土生朗治『（仮称）上高津団地建設事業地内埋蔵文化財調査報告書　寄居遺跡　うぐいす平遺跡』茨城県教育財団文化財調
　　査報告第 84 集　1994 年３月
11）註 10）に同じ
12）土浦市史編さん委員会『土浦市史』土浦市史刊行会　1975 年 11 月
13）矢ノ倉正男『主要地方道土浦竜ケ崎線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　右籾貝塚東遺跡　内路地台遺跡　念代遺跡
　　平坪遺跡』茨城県教育財団文化財調査報告第 111 集　1996 年３月
14）土浦市文化財保護審議会『土浦市の文化財』土浦市教育委員会　1978 年３月
15）小松崎猛彦『永国地区住宅団地建設予定地内埋蔵文化財調査報告書　寺家ノ後Ａ遺跡　寺家ノ後Ｂ遺跡　十三塚Ａ遺跡　十
　　三塚Ｂ遺跡　永国十三塚遺跡　旧鎌倉街道』茨城県教育財団文化財調査報告第 60 集　1990 年３月
16）註 15）に同じ
17）根本康弘　浅井哲也『一般国道 125 号道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　西郷遺跡　南丘遺跡　長峰遺跡　数光遺跡
　　宮塚遺跡　右籾館跡　内路地台遺跡』茨城県教育財団文化財調査報告第 64 集　1991 年３月
18）註 14）に同じ
19）土浦市遺跡調査会『土浦市嵩久保一里塚発掘調査報告書』土浦市教育委員会　1989 年３月

参考文献
・茨城県教育庁文化課編『茨城県遺跡地図』茨城県教育委員会　2001 年３月
・土浦市史編さん委員会『図説　土浦の歴史』土浦市教育委員会　1991 年３月
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第２図　白楽南塚調査区設定図（土浦市都市計画図 2,500 分の１）
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第３図　白楽南塚遺構全体図
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　白楽南塚は、土浦市の南部に位置し、花室川と乙戸川に挟まれた標高約 25 ｍの狭長な台地の北部に立地し

ている。調査面積は 807㎡で、調査前の現況は畑地である。

　調査の結果、塚１基（江戸時代）、溝跡３条（時期不明）、土坑２基（時期不明）を確認した。

　遺物は、遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に８箱出土している。主な遺物は、縄文土器（深鉢）、土師

器（坏・高台付坏・甕）、土師質土器（鉢・火鉢・甕）、瓦質土器（鉢・火鉢）、陶器（蓋・鉢・擂鉢・瓶・甕）、

磁器（碗・皿・瓶・徳利）、石器（敲石・凹石）、石製品（五輪塔・石塔カ）、金属製品（釘）、銭貨（熈寧元寳・

寛永通寳・天保通寳）、瓦（軒桟瓦）などである。

　調査区北東部の台地上の平坦面（Ａ２f4 区）にテストピットを設定し、基本土層（第４図）の観察を行った。

　第１層は、黒褐色を呈する表土である。層厚は 35 ～ 40㎝である。

　第２層は、褐色を呈するソフトローム層である。粘性は普通で締まりは強く、黒色粒子を微量含む。層厚は

20 ～ 24㎝である。

　第３層は、褐色を呈するハードローム層である。粘性は普通で締まりは強く、ハードロームブロックと黒色

粒子を微量含む。層厚は 15 ～ 29㎝である。

　第４層は、褐色を呈するハードローム層である。粘性は普通で締まりは極めて強く、黒色粒子と赤色粒子を

微量含む。層厚は 15 ～ 26㎝である。

　第５層は、にぶい黄褐色を呈するハードローム層である。粘性は普通で締まりは強く、黒色粒子を微量含む。

層厚は 16 ～ 23㎝である。層位と含有物から黒色帯に相当すると考えられる。

　　第１節 調 査 の 概 要

　　第２節 基 本 層 序

第３章　調 査 の 成 果

　第６層は、褐色を呈するハードローム層である。

粘性は普通で締まりは強く、赤色粒子をごく微量含

む。層厚は 20 ～ 37㎝である。

　第７層は、にぶい黄褐色を呈するハードローム層

である。粘性及び締まりともに強く、黒色粒子を微

量含む。層厚は 20 ～ 30㎝である。

　第８層は、灰黄褐色を呈するハードローム層であ

る。粘性及び締まりともに強く、粘土小ブロックと

黒色粒子を微量含む。下層は未掘であるため、本来

の層厚は不明である。

　遺構は、第２層の上面で確認した。

第４図　基本土層図（全体図参照）
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　塚

１　江戸時代の遺構と遺物

　　塚１基を確認した。以下、遺構及び遺物について記述する。

　　第３節 遺 構 と 遺 物

　第１号塚（第５～９図　第２表　PL ２～４）

位置　調査区北部のＡ１d0 ～Ａ２f3 区、標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

第５図　第１号塚実測図 ⑴
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第６図　第１号塚実測図 ⑵
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土層解説
１　表土及び撹乱層
２　10YR4/4　褐　　ローム小Ｃ・粒Ｄ／粘Ｃ、締Ｃ
３　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム小Ｃ・粒Ｄ／粘Ｃ、締Ｃ
４　10YR4/4　褐　　ローム小Ｃ・粒Ｂ／粘Ｃ、締Ｂ
５　10YR3/3　暗褐　ローム中Ｄ・小Ｂ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｃ
６　10YR3/3　暗褐　ローム小Ｃ・粒Ｂ／粘Ｂ、締Ｃ
７　10YR3/4　暗褐　ローム小Ｄ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｃ
８　10YR3/3　暗褐　ローム小Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ
９　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム小Ｄ・粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ
10　10YR3/3　暗褐　ローム粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｃ
11　10YR3/4　暗褐　ローム中Ｂ・小Ｂ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ
12　10YR3/4　暗褐　ローム中Ｃ・小Ｂ・粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ

13　10YR3/3　暗褐　ローム小Ｄ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ
14　10YR3/2　黒褐　ローム小Ｄ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｃ
15　10YR3/4　暗褐　ローム中Ｂ・小Ｂ、炭化粒Ｄ’／粘Ｂ、締Ｂ
16　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム中Ｄ・小Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ
17　10YR3/4　暗褐　ローム中Ｃ・小Ｂ／粘Ｂ、締Ｂ
18　10YR3/3　暗褐　ローム中Ｄ・小Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ
19　10YR3/2　黒褐　ローム中Ｄ・小Ｂ・粒Ｂ／粘Ｂ、締Ｂ
20　10YR3/4　暗褐　ローム小B・粒C／粘B、締B
21　10YR3/2　黒褐　ローム小C・粒C／粘B、締B
22　10YR3/2　黒褐　ローム小C・粒D／粘B、締C
23　10YR3/3　暗褐　ローム粒C／粘B、締B
24　10YR3/4　暗褐　ローム小B・粒B／粘B、締B
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重複関係　完全に埋没した第１・３号溝跡の上部に構築されている。

規模と形状　北東・南西径は 11.0 ｍで、北西部が調査区域外のため、確認できた北西・南東径は 10.8 ｍ、推

定 12.6 ｍの楕円形と推定できる。北西・南東径方向はＮ－ 22 －゚Ｗである。基底部である旧表土面から表土

までの高さは 1.59 ｍである。

盛土　24 層に分層できる。Ａラインでは、東から西に向けて、Ｂラインでは、北・南の両側から中央部に向けて、

盛土されている。北・東・南側は、外側から内側に向けて盛土され、西側では、中央部から外側に向けて盛土

されている。いずれの層も版築や踏み固めた痕跡は認められない。

遺物出土状況　土師質土器片５点（鉢３、火鉢１、甕１）、瓦質土器片４点（鉢２、火鉢２）、陶器片 23 点（蓋３、

鉢３、擂鉢 14、瓶２、甕１）、磁器片 29 点（碗 19、皿６、瓶３、不明１）、石製品８点（花崗岩製五輪塔４、花

第７図　第１号塚出土遺物実測図 ⑴
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第８図　第１号塚出土遺物実測図 ⑵

崗岩製石塔カ４）、金属製品３点（釘２、不明１）、銭貨 51 点（寛永通寳 44、天保通寳１、不明６）、瓦片１点（軒

桟瓦）のほか、縄文土器片 27 点、土師器片 75 点、須恵器片６点が出土している。花崗岩製五輪塔の火輪４点

は、塚頂部の表土からまとまって正位の状態で出土している。銭貨 16・17・19・21 ～ 26 の９点は塚の上層（第

２・３層）から、その他は、塚南東部の裾部から外部にかけての表土中から出土している。１～ 10 の陶磁器片・

瓦質土器片は、塚の表土と上層から出土している。いずれも破片で、散在した状態で出土している。

所見　石塔は、他所から持ちこまれ、頂部に据えられたものと考えられる。塚の表土と上層から散在した状態

で出土した陶磁器片などは、出土状況から廃棄されたものと考えられる。出土遺物から、江戸時代前期を中心

とする時期の信仰に関する塚と推測できるが、詳細は不明である。
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第９図　第１号塚出土遺物実測図 ⑶
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番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重 量 材　　質 初 鋳 年 特　　　　徴 出土位置 備　考

16 寛永通寳 2.9 0.6 0.14 3.15 銅 1697 背「□」　３期新寛永 第２・３層

17 寛永通寳 2.3 0.7 0.10 2.49 銅 1697 背「元」　３期新寛永 第２・３層 PL ３

18 寛永通寳 2.5 0.7 0.12 2.91 銅 1636 １期古寛永 塚表土

19 寛永通寳 2.2 0.7 0.11 1.56 銅 1697 ３期新寛永 第２・３層

20 寛永通寳 2.4 0.6 0.09 2.26 銅 1636 １期古寛永 確認面 PL ３

21 寛永通寳 2.4 0.7 0.08 （2.04） 銅 1697 欠損　３期新寛永 第２・３層 PL ３

22 寛永通寳 2.2 0.8 0.10 2.25 銅 1697 ３期新寛永 第２・３層 計測値のみ

23 寛永通寳 2.4 0.6 0.12 3.44 銅 1636 １期古寛永 第２・３層

24 寛永通寳 2.4 0.7 0.11 2.40 銅 1636 １期古寛永 第２・３層

25 寛永通寳 2.3 0.7 0.09 （1.64） 銅 1697 欠損　３期新寛永 第２・３層 計測値のみ

26 寛永通寳 2.3 0.7 0.08 2.17 銅 1697 ３期新寛永 第２・３層

27 寛永通寳 2.3 0.6 0.11 2.20 銅 1636 １期古寛永 塚表土

28 寛永通寳 2.4 0.7 0.18 2.60 銅 1636 １期古寛永 塚表土

29 寛永通寳 2.2 0.7 0.09 1.98 銅 1697 背「元」　３期新寛永 塚表土

30 寛永通寳 2.1 0.7 0.92 1.83 銅 1697 ３期新寛永 塚表土

31 寛永通寳 2.3 0.7 0.11 2.11 銅 1697 ３期新寛永 塚表土 計測値のみ

32 寛永通寳 2.3 0.6 0.13 2.74 銅 1697 ３期新寛永 塚表土

33 寛永通寳 2.4 0.6 0.12 2.88 銅 1697 ３期新寛永 塚表土 計測値のみ

34 寛永通寳 2.4 0.7 0.12 2.83 銅 1697 ３期新寛永 塚表土

35 寛永通寳 2.3 0.7 0.09 2.23 銅 1697 ３期新寛永 塚表土

36 寛永通寳 2.2 0.7 0.09 5.06 銅 1697 ３期新寛永 塚表土

37 寛永通寳 2.2 0.7 0.15 3.21 銅 1697 ３期新寛永 塚表土

38 寛永通寳 2.4 0.6 0.11 （6.19） 銅・鉄 1636 １期古寛永　２枚銹着　２枚目は銹化著しく銭種不明 塚表土

39 寛永通寳 2.3 0.6 0.12 2.59 銅 1697 ３期新寛永 塚表土

番号 種　別 器　種 高さ 長さ 厚さ 幅 胎　　土 色調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

67 瓦 軒桟瓦 （6.9）（5.4）（1.2）（10.6）長石・石英 黒 普通 巴部無文　垂部凹み有 塚表土

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

９ 瓦質土器 火鉢 － （4.2） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面スタンプ文　内面ナデ 第２・３層 ５％

10 瓦質土器 火鉢 － （6.8） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 外・内面ナデ 第２・３層 ５％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 (kg) 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

12 五輪塔 28.4 27.8 13.9 （20.4） 花崗岩 火輪　一部欠損 頂部表土 PL ４

13 五輪塔 29.8 30.8 17.0 （27.6） 花崗岩 火輪　一部欠損 頂部表土 PL ４

14 五輪塔 27.7 28.5 14.1 （21.0） 花崗岩 火輪　一部欠損 頂部表土 PL ４

15 五輪塔 31.4 32.4 16.4 （32.0） 花崗岩 火輪　一部欠損 頂部表土 PL ４

第２表　第１号塚出土遺物一覧（第７～９図）　

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　徴 釉　薬 産　地 出土位置 備　考

１ 磁器 碗 8.2 4.8 2.8 緻密　灰白 染付　口縁部外面圏線文　体部外面「壽」　松葉文
と圏線文　高台部二重圏線文 透明釉 瀬戸 ･ 美濃系 塚表土 60％　PL ３

２ 磁器 碗 ［9.8］ 6.2 ［3.8］ 緻密　灰白 染付　口縁部外面圏線文　体部外面草花文　高台部
二重圏線文 透明釉 瀬戸 ･ 美濃系 第２・３層 20％

３ 陶器 蓋 ［10.8］ 4.9 － 長石・石英
にぶい橙 染付　花状文　外側圏線文　内側二重圏線文 透明釉 益子 塚表土・

第２・３層 50％　PL ３

４ 磁器 皿 ［8.8］ 2.6 ［4.2］ 緻密　灰白 染付　口縁部外面圏線文　体部内面唐草文 透明釉 瀬戸 ･ 美濃系 第２・３層 50％　PL ３

５ 磁器 皿 ［6.8］ 2.3 ［4.3］ 緻密　灰白 染付　体部内面窓絵　花文等　見込二重圏線文内花文 透明釉 瀬戸 ･ 美濃系 第２・３層 30％　PL ３

６ 磁器 皿 ［14.2］ 3.9 ［7.8］ 緻密　灰白 染付　輪花　体部外面花文と唐草文　内面花文　見
込二重圏線文　高台部二重圏線文 透明釉 瀬戸 ･ 美濃系 第２・３層 30％

７ 磁器 皿 ［18.4］ 2.9 ［9.3］ 緻密　灰白 染付　体部外面花文　内面花文　見込二重圏線文内
松竹梅繋ぎ文　高台部二重圏線文 透明釉 瀬戸 ･ 美濃系 第２・３層 70％　PL ３

８ 陶器 鉢 － （7.9）［9.5］ 長石・石英
灰白 外・内面施釉　削り出し高台 灰釉・

鉄釉 不明 第２・３層 20％　PL ３

11 磁器 不明 （5.5）（2.7）（1.8） 緻密　灰白 先端部三重の突起　動物形置物カ 透明釉 不明 第２・３層 ５％
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番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重 量 材　　質 初 鋳 年 特　　　　徴 出土位置 備　考

40 寛永通寳 2.3 0.7 0.12 2.67 銅 1697 ３期新寛永 塚表土 計測値のみ

41 寛永通寳 2.3 0.6 0.11 2.57 銅 1697 ３期新寛永 塚表土 計測値のみ

42 寛永通寳 2.4 0.6 0.11 2.90 銅 1636 １期古寛永 塚表土

43 寛永通寳 2.3 0.6 0.11 2.11 銅 1697 ３期新寛永 塚表土

44 寛永通寳 2.3 0.6 0.08 2.27 銅 1697 ３期新寛永 塚表土 計測値のみ

45 寛永通寳 2.2 0.7 0.09 1.92 銅 1697 ３期新寛永 塚表土 計測値のみ

46 寛永通寳 2.2 0.6 0.11 2.06 銅 1697 ３期新寛永 塚表土

47 不明 2.3 0.7 0.11 （7.77） 銅・鉄 － ３枚銹着　３枚目背「□」 塚表土

48 寛永通寳 2.5 0.6 0.12 3.55 銅 1668 背「文」　２期新寛永 塚表土

49 寛永通寳 2.2 0.7 0.09 （1.87） 銅 1697 欠損　３期新寛永 塚表土

50 寛永通寳 2.4 0.6 0.11 （8.32） 銅・鉄 1697 ３期新寛永　２枚銹着　２枚目は銹化著しく銭種不明 塚表土

51 寛永通寳 2.1 0.9 0.13 （1.80） 銅 1697 ３期新寛永　穿加工 塚表土 PL ３

52 不明 2.5 0.6 0.11 （7.08） 銅・鉄 － ２枚銹着　２枚目背「□」 塚表土

53 寛永通寳 2.3 0.6 0.11 3.33 銅・鉄 1697 ３期新寛永　２枚銹着　２枚目は銹化著しく銭種不明 塚表土

54 □永通□ 2.3 0.6 0.11 （1.59） 銅 － 欠損　寛永通寳カ 塚表土 計測値のみ

55 寛永通寳 2.4 0.6 0.11 3.00 銅 1697 ３期新寛永 塚表土

56 寛永通寳 2.7 0.6 0.11 4.69 銅 1768 四文銭　背 21 波 塚表土

57 寛永通寳 2.4 0.7 0.14 （2.80） 銅 1697 ３期新寛永　裏面銹着 塚表土 計測値のみ

58 寛永通寳 2.3 0.7 0.18 （2.16） 銅 1697 ３期新寛永　裏面銹着 塚表土 計測値のみ

59 寛永通寳 2.9 0.7 0.10 （2.53） 銅 1697 ３期新寛永　裏面銹着 塚表土 計測値のみ

60 天保通寳 長 4.9
短 3.1 0.7 0.25 19.38 銅 1835 当百銭 塚表土 PL ３

61 □永□□ （2.4）（0.6） 0.12 （1.10） 銅 － 欠損　寛永通寳カ 塚表土 計測値のみ

62 不明 2.3 0.6 0.10 （3.01） 銅 － 表面銹着著しく銭種不明 塚表土 計測値のみ

63 不明 2.4 0.7 0.38 （6.45） 銅 － 表面銹着著しく銭種不明 塚表土 計測値のみ

64 不明 2.4 0.7 0.13 （3.08） 鉄 － ２枚銹着　いずれも銹化著しく銭種不明 塚表土 計測値のみ

65 不明 2.4 0.7 0.18 3.02 銅 － 表面摩滅のため銭種不明 塚表土 計測値のみ

66 寛永通寳 2.3 0.6 0.09 1.72 銅 1697 ３期新寛永 表土 計測値のみ

２　時期不明の遺構と遺物

　　溝跡３条、土坑２基を確認した。以下、遺構及び遺物について記載する。

　（1）溝跡

　第１号溝跡（第 10 図　PL ２）

位置　調査区北部から南部にかけてのＡ２c2 ～Ｂ２a3 区、標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　完全に埋没した本跡の上部に第１号塚が構築され、第２号溝に掘り込まれている。

規模と形状　方向はＮ－７°－Ｗで、直線状を呈している。南端は撹乱を受け、北部は調査区域外にのびる。

確認できた長さは 33.1 ｍで、上幅 48 ～ 95㎝、下幅 19 ～ 40㎝で、深さ 20 ～ 36㎝である。底面の標高は、北

部のＡ２d2 区が最も高く、そこから中央部に向けて 18㎝の標高差で緩やかに下り、南部に向けて 10㎝の標高

差で緩やかに上っている。断面形は浅いＵ字状を呈する。

覆土　４層に分層できる。周囲からの流入を示す堆積状況であることから、自然堆積である。

遺物出土状況　混入した縄文土器片２点、土師器片３点が出土している。
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第 10 図　第１～３号溝跡実測図

所見　時期は、第１号塚との重複関係から江戸時代前期以前であるが、遺構に伴う遺物がないことから、詳細

な時期及び性格は不明である。本跡と第３号溝跡については、約７～ 7.5 ｍの間隔で平行していることから、

何らかの関連性が想定される。
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第１号溝跡土層解説
１　10YR2/2　黒褐　ローム小Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ａ
２　10YR4/2　灰黄褐　ローム粒Ｃ／粘Ｂ、締Ａ
３　10YR3/3　暗褐　ローム小Ｄ・粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ
４　10YR3/2　黒褐　ローム粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ

第３号溝跡土層解説
１　10YR3/2　黒褐　ローム小Ｄ・粒Ｂ／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR3/4　暗褐　ローム小Ｂ・粒Ｂ／粘Ｂ、締Ｂ
３　10YR4/3　にぶい黄褐　ローム小Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ

第２号溝跡土層解説
１　10YR3/3　暗褐　ローム小Ｃ・粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR3/4　暗褐　ローム中Ｂ・小Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ
３　10YR4/4　褐　　ローム中Ｂ・小Ｄ・粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ
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　第２号溝跡（第 10 図　PL ２）

位置　調査区北東部から南西部にかけてのＡ２d4 ～Ｂ２c1 区、標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１・３号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　方向はＮ－ 22°－Ｅで直線状を呈し、北東部・南西部ともに調査区域外にのびる。確認できた長

さは 39.1 ｍで、上幅 120 ～ 162㎝、下幅 29 ～ 61㎝で、深さ 35 ～ 56㎝である。底面の標高は、南部のＢ２c1

区が最も高く、中央部に向けて 48㎝の標高差で下り、そこから北部に向けてはほぼ平坦である。断面形は箱

堀状を呈する。

覆土　３層に分層できる。周囲からの流入を示す堆積状況であることから、自然堆積である。

遺物出土状況　陶器片１点（甕）のほか、混入した縄文土器片４点、土師器片 21 点が出土している。

所見　遺構に伴う遺物がないことから、詳細な時期及び性格は不明である。

　第３号溝跡（第 10・11 図　第３表　PL ２）

位置　調査区北部から南部にかけてのＡ１d0 ～Ｂ２c1 区、標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第２号土坑を掘り込んでいる。完全に埋没した本跡の上部に第１号塚が構築され、第２号溝に掘り

込まれている。

規模と形状　方向はＮ－９°－Ｗで、直線状を呈し、南北ともに調査区域外にのびる。確認できた長さは 36.8

ｍで、上幅 50 ～ 96㎝、下幅 18 ～ 43㎝で、深さ 21 ～ 29㎝である。底面の標高は、南部のＢ２a1 区が最も高く、

そこから中央部に向けて 31㎝の標高差で下り、北部に向けて 30㎝の標高差で上っている。断面形は浅いＵ字

状を呈する。

覆土　３層に分層できる。周囲からの流入を示す堆積状況であることから、自然堆積である。

遺物出土状況　瓦質土器片１点（鉢）、銭貨１点（熈寧元寳）のほか、混入

した土師器片１点が出土している。１は北部の覆土上層から出土している。

所見　時期は、第１号塚との重複関係から江戸時代前期以前であるが、遺構

に伴う遺物がないことから、詳細な時期及び性格は不明である。なお、出土

した銭貨から、中世まで遡る可能性がある。本跡と第１号溝跡は、約７～

7.5 ｍの間隔で平行していることから、何らかの関連性が想定される。

番号 位　置 方　向 平面形
規　　　　模

断 面 壁 面 覆 土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長さ（ｍ）上幅（㎝）下幅（㎝）深さ（㎝）

１ Ａ２c2 ～Ｂ２a3 Ｎ－７°－Ｗ 直線状 （33.1） 48 ～ 95 19 ～ 40 20 ～ 36 浅い
Ｕ字状 外傾 自然 縄文土器　土師器 本跡→ ST1、

SD2
２ Ａ２d4 ～Ｂ２c1 Ｎ－ 22°－Ｅ 直線状 （39.1） 120 ～ 162 29 ～ 61 35 ～ 56 箱堀状 外傾 自然 縄文土器　土師器　陶器 SD1･3 →本跡

３ Ａ１d0 ～Ｂ２c1 Ｎ－９°－Ｗ 直線状 （36.8） 50 ～ 96 18 ～ 43 21 ～ 29 浅い
Ｕ字状 外傾 自然 土師器　瓦質土器　銭貨 SK2 →本跡

→ ST1、SD2

第４表　時期不明の溝跡一覧

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重 量 材　質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

１ 熈寧元寳 2.3 0.7 0.11 3.14 銅 1068 表面摩滅 覆土上層

第３表　第３号溝跡出土遺物一覧（第 11 図）　

第 11 図　第３号溝跡出土遺物実測図

１

０ （2:3） ４cm
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第５表　時期不明の土坑一覧

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ａ２c4 Ｎ－ 64°－Ｅ 楕円形 1.30 × 1.15 28 外傾 皿状 人為 縄文土器　土師器

２ Ａ２g1 Ｎ－ 82°－Ｅ ［楕円形］ 0.60 ×［0.54］ 38 外傾 ほぼ平坦 人為 本跡→ SD3

　（2）土坑

　第１号土坑（第 12 図　PL ２）

位置　調査区北東部のＡ２c4 区、標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.30 ｍ、短径 1.15 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 64 －゚Ｅである。深さは 28㎝で、壁は外

傾している。底面は皿状である。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックを含むことから、人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片１点（甕）のほか、混入した縄文土器片４点が出土している。いずれも細片のため図

示できない。

所見　遺構に伴う遺物が少ないことから、詳細な時期及び性格は不明である。

　第２号土坑（第 13 図　PL ２）

位置　調査区中央部のＡ２g1 区、標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第３号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北部から東部が撹乱を受け、南部が第３号溝に掘り込まれているため、東西径 0.60 ｍ、南北径

0.54 ｍしか確認できなかった。東西径方向はＮ－ 82 －゚Ｅで、楕円形と推定される。深さは 38㎝で、壁は外

傾している。底面はほぼ平坦である。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックを含むことから、人為堆積である。

所見　出土遺物がないことから、詳細な時期及び性格は不明である。

第 12 図　第１号土坑実測図

第 13 図　第２号土坑実測図
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土層解説
１　10YR3/4　暗褐　ローム中Ｂ・小Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR4/4　褐　　ローム中Ｃ・小Ｂ・粒Ｂ／粘Ｂ、締Ｂ
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土層解説
１　10YR3/4　暗褐　ローム中Ｂ・小Ｃ・粒Ｃ／粘Ｂ、締Ｂ
２　10YR3/3　暗褐　ローム小Ｄ・粒Ｄ／粘Ｂ、締Ｂ
３　10YR4/4　褐　　ローム小Ｂ・粒Ｂ／粘Ｂ、締Ｂ
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　（3）遺構外出土遺物（第 14 図　第６表　PL ４）

　　　遺構に伴わない主な遺物については、遺物実測図（第 14 図）及び遺物一覧（第６表）で掲載する。

第 14 図　遺構外出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　徴 釉　薬 産　地 出土位置 備　考

９ 陶器 擂鉢 ［29.4］（11.8） － 長石・石英
にぶい黄褐 口縁部・体部外面施釉　内面 20 本単位の擂目 鉄釉 堺・明石系 表土 10％

10 磁器 徳利 － （6.1） － 緻密　
明オリーブ灰 染付　頸部草花文 透明釉 肥前 表土 10％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重 量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

11 凹石 （7.8）（8.8） 3.8 （360.7） 凝灰岩 表裏面に凹み各１か所　欠損 ST １ PL4

12 敲石 8.0 4.3 3.3 162.3 石英斑岩 下面敲打痕　側面磨り面 ST １ PL4

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重 量 材　質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

13 寛永通寳 2.8 0.7 0.13 5.13 銅 1768 四文銭　背 21 波 南部表土

14 寛永通寳 2.8 0.7 0.13 5.36 銅 1768 四文銭　背 11 波 南部表土

15 寛永通寳 2.3 0.7 0.07 1.53 銅 1697 ３期新寛永 南部表土

16 寛永通寳 2.2 0.6 0.11 2.38 銅 1697 ３期新寛永 南部表土

第６表　遺構外出土遺物一覧（第 14 図）　

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

１ 縄文土器 深鉢 － （3.9） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部刻み　外面波状貝殻文 ST １ ５％　PL4

２ 縄文土器 深鉢 － （4.4） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口唇部原体圧痕　外面結節させた無節Ｌと単
節ＬＲ ST １ ５％　PL4

３ 縄文土器 深鉢 － （3.8） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口唇部原体圧痕　外面結節させた単節ＬＲ 表土 ５％　PL4

４ 縄文土器 深鉢 － （2.6） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部指頭圧痕　外面沈線 表土 ５％　PL4

５ 縄文土器 深鉢 － （4.5） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 外面単節ＲＬ→沈線間磨消 表土 ５％　PL4

６ 縄文土器 深鉢 － （5.1） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 外面結節させた単節ＬＲ 表土 ５％　PL4

７ 土師器 坏 ［11.0］（2.9） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ナデ ST １ 10％

８ 土師器 高台付坏 － （1.3）［7.8］ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部下端回転ヘラ削り後高台貼付　内面ヘラ
磨き　黒色処理 表土 10％
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　今回の調査で、江戸時代の塚１基と、時期不明の溝跡３条、土坑２基を確認した。ここでは、江戸時代の塚

と第１・３号溝跡の性格についてまとめる。

　まず、第１号塚については、規模や構築方法から、周辺の塚との比較を行う。本跡は、出土遺物から江戸時

代に築造されたと考えられる。規模は、北東・南西径 11.0 ｍ、北西・南東径は現存 10.8 ｍで、盛土高は 1.59

ｍである。第２章第２節で触れた、当遺跡から約 1.7㎞北の鎌倉街道に隣接する永国十三塚、十三塚Ａ遺跡、

十三塚Ｂ遺跡１）で確認された塚４基は、長径 4.8 ～ 8.4 ｍ、高さ 1.3 ～ 1.7 ｍと、本跡と比較して小規模であ

る。当遺跡から約 1.8㎞東の右籾館跡２）において確認された塚２基は、径約 4.5 ｍ、高さ 0.8 ｍと、径約 10.0 ｍ、

高さ 1.7 ｍと、１基は本跡と同程度の規模である。また、当遺跡から約 300 ｍ南東の水戸街道に隣接する嵩久

保一里塚３）は径約 12.0 ｍ、高さ 1.8 ｍと、本跡とほぼ同程度の規模である。盛土の構築方法について、永国

十三塚、十三塚Ａ遺跡、十三塚Ｂ遺跡の４基は、水平に積み上げたもの、一気に積み増ししたもの、古墳の墳

丘を利用したものなど、様々である。右籾館跡の２基は、円形状に掘り下げた溝の内側に塚を構築したもの、

館の地形を利用して塚を構築したものである。嵩久保一里塚は、塚の端部を先に積み上げ、その後で中央部を

積み増して構築されている。本跡は、西側が中央部から外側に、北・東・南側は外側から内側に向けて盛土さ

れている。本跡中央部の基底部からは、旧表土及びローム漸移層を確認した一方で、裾部周囲では、旧表土及

びローム漸移層が確認できなかった。このことから、本跡は、中央部に周囲の表土やローム層を積み上げて構

築していると考えられる。

　本跡が塚として機能していた江戸時代には、当遺跡の約 300 ｍ東に水戸街道が通っていた。それ以前から利

用されている鎌倉街道は、当遺跡の約 100 ｍ西側を通っていた。当遺跡の周辺には、今なお多くの石造物が残

されており、近隣の鎌倉街道沿いには、安政３年（1856）銘の道祖神が祀られている。位置的に中村西根集落

の南端にあたることから、他地域からの悪霊悪疫の侵入を防ぐとともに、旅の安全を願って祀られたものとさ

れている。江戸時代末期にあってもなお、鎌倉街道が地域の人々の生活や旅の往来などに利用されていたこと

を示す貴重な史料である。さらに、慶応元年（1865）作成の絵図４）には、先の道祖神の南東、当遺跡の推定

地に「愛宕」と記載された社の印も確認できる（第 15 図）。また、本跡の頂部から、五輪塔の火輪４点が出土

しており、厚みと軒の形状から、室町時代後期から江戸時代前期の製作と考えられる。現地を踏査したところ、

現在の西根二区公民館北側に所在する薬師堂の境内には、参道右手に小規模な塚があり、頂部に石塔の部材と

思しき石材２点が存在している。当遺跡から約 300 ｍ北の白楽所在塚群では、塚２基のいずれにも石祠型の石

造物が頂部に祀られている。

　これら周辺の塚の状況なども踏まえると、本跡は、信仰に関わる塚である可能性が高い。街道との位置関係

から、地域の住民にはもちろんのこと、本跡西側の鎌倉街道を行き交う人々にも認知されていたことは容易に

想像できる。１期古寛永から四文銭まで、多種にわたる寛永通寳、そして天保通寳が出土していることから、

江戸時代末まで信仰の対象となっていたと考えられる。第 15 図に記された「愛宕」と本跡が一致するならば、

愛宕信仰に関わる塚として機能していたと想定もできる。愛宕信仰の対象は竈に祀られる火の神、火難除けの

神であるほか、村や集落の境で、他から侵入するものを防ぐ塞の神でもあるとされており、集落南端の道祖神

との性格も類似している。本跡から明治期の銭貨が検出されなかった背景には、明治初期のいわゆる神仏分離

の政策と、明治８年（1875）の茨城県から布達された「旧来の小祠崇敬私祭を戒める県達」５）に起因すると

　　第４節 総 括
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考えられる。これらの政策・布達により、郷社・村社への信仰が篤くなることに加え、地元の小祠を守ること

が困難になったため、愛宕塚への信仰が薄れていった時期が明治初期であると推測できる。ただ、本跡の表土

から明治初期の陶磁器が出土しており、塚に対する宗教的な行為が細々と続いていたと考えられる。なお、本

跡の頂部から出土した五輪塔の火輪４点については、設置された時期や目的など、一切不明である。出土状況

から、本来の意味ではなく、祠などの土台や供物台として再利用された可能性もある。

　次に、第１号塚の盛土下で確認した第１・３号溝跡は、両跡ともＮ－７°・９°－Ｗの直線的で、内幅 6.4 ～

6.8 ｍ、外幅 7.8 ～ 8.2 ｍで南北方向に平行にのびており、道路の側溝である可能性がある。今回の調査区の南

側には、ほぼ同一方向の道路が存在しているが、北側については雑木林で、道路の痕跡を確認することはでき

なかった。しかし、昭和 36 年（1961）に撮影された空中写真６）では、現在の南側の道路から北に続く道路の

痕跡と、第１号塚と推測される円形の輪郭を確認することができた。今回の調査では、道路跡の根拠となる硬

化面などや、時期を判断できるような遺物が出土していないため、詳細な時期は不明であるが、第１号塚の構

築以前に、調査区を縦断するような道路が存在していた可能性は高いと考える。また、当遺跡の推定地南側に

隣接し、第 15 図に「天王」と記されている塚については、地域住民の話によると、遥か以前に周囲の開墾に伴っ

て削平されたとのことである。先に述べた空中写真からも、その存在を確認することができなかったことから、

昭和 36 年より前に湮滅していたとみられる。

　むすびに、現地を踏査した際、田植えをされていた古老から、字名の元々の呼び名は白楽（はくらく）では

なく「百楽（びゃくらく）」であるとの話を伺った。低地で水を得やすく、土が柔らかいために、「百姓の田を

耕す仕事が楽」だったからなのだという。現在、江戸時代の街道沿いで人々の信仰を集めていた白楽の塚跡に、

国道６号バイパスが建設されようとしている。時代が変化しても、人流と物流の要衝たる土地柄は変わらず残

されていく。
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第 15 図　中村宿中村西根絵図（原図・国立史料館所蔵）　※一部加筆（出典：土浦市史別巻　土浦歴史地図）
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牛久土浦バイ
パス建設事業
に伴う事前調
査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
白 楽 南 塚 塚 江 戸 塚 １基 土師質土器（鉢・火鉢・甕）、

瓦 質 土 器（ 鉢・ 火 鉢 ）、 陶
器（蓋・鉢・擂鉢・瓶・甕）、
磁器（碗・皿・瓶）、石製品（五
輪塔・石塔カ）、金属製品（釘）、
銭貨（寛永通寳・天保通寳）、
瓦（軒桟瓦）

その他 時期不明 溝　跡
土　坑

３条
２基

縄文土器（深鉢）、土師器（坏・
高台付坏・甕）、瓦質土器

（鉢）、陶器（甕・擂鉢）、磁
器（徳利）、石器（敲石・凹石）、
銭貨（熈寧元寳・寛永通寳）

要 約 江戸時代の塚１基などを確認した。五輪塔の火輪４点や寛永通寳などが出土していることか
ら、近隣の住民や、近接する鎌倉街道を行き交う人々の信仰の場となっていたと考えられる。
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